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①成人年齢は１８歳
民法改正がされ、「１８歳成人」が成立しました。
施行は、２０２２年４月１日です。
この改正により、１８歳から契約当事者となる、選挙権が与えられる、国民年金の納付対象になる、などが上げられます。
しかし、飲酒や喫煙、公営ギャンブルについては従来のまま「２０歳以上の者」とされています。


①１８歳から借金が可能になる、クレジットカードの申し込みができる
現在、未成年者であれば親権者の同意が必要ですが、成人年齢が引き下げられることにより、両親の承諾なしで借金の契約やクレジットカードの申込ができます。

現在は、未成年が契約を結んだとしても取り消すことが可能ですが、この改正により取り消すことはできなくなります。悪徳商法や詐欺のような場合で、誤って契約したとしても取り消すことができなくなるのです。
また、安易にクレジットカードを持ってしまう危険性についても、契約者本人がよく理解することが必要であるといえます。

できる範囲が広がるのは、様々な可能性が生まれます。しかし、メリットだけではなく、デメリットの部分をよく話し合うことで不安や心配事を未然に防ぐことが必要でしょう。一度ご家庭で話し合ってみてはいかがでしょうか？
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